
 
 
 

国

防

体

制

の

抜

本

的

な

強

化

及

び

有

事

に

お

け

る

邦

人

保

護

に

つ

い

て

の

申

し

入

れ

 

 

北

朝

鮮

が

三

度

目

の

核

実

験

を

強

行

し

た

。

核

弾

頭

の

小

型

化

・

軽

量

化

を

北

朝

鮮

は

誇

示

し

て

い

る

が

、

実

際

に

弾

道

ミ

サ

イ

ル

に

核

兵

器

が

搭

載

可

能

と

な

れ

ば

、

北

朝

鮮

は

日

本

の

ほ

ぼ

全

域

を

射

程

に

収

め

た

二

〇

〇

～

三

〇

〇

基

も

の

ノ

ド

ン

を

実

戦

配

備

し

て

い

る

と

み

ら

れ

る

だ

け

に

、

日

本

は

最

大

の

危

機

を

迎

え

る

こ

と

に

な

る

。

 

ま

た

、

日

本

の

安

全

を

脅

か

す

の

は

北

朝

鮮

だ

け

で

は

な

い

。

中

国

は

尖

閣

諸

島

を

巡

っ

て

海

・

空

で

の

侵

犯

行

為

を

エ

ス

カ

レ

ー

ト

さ

せ

る

ほ

か

、

海

上

自

衛

隊

の

護

衛

艦

に

対

し

て

射

撃

管

制

用

の

レ

ー

ダ

ー

照

射

を

行

う

と

い

う

、

一

線

を

越

え

た

挑

発

に

出

て

い

る

。

 

日

本

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

が

悪

化

す

る

中

、

国

民

の

生

命

・

安

全

を

守

り

抜

く

た

め

、

我

が

党

と

し

て

、

国

防

強

化

及

び

有

事

の

際

の

邦

人

保

護

に

関

し

、

以

下

の

対

応

を

日

本

政

府

に

強

く

求

め

る

も

の

で

あ

る

。

 

記

 

一

、

北

朝

鮮

は

弾

道

ミ

サ

イ

ル

発

射

実

験

で

、

米

本

土

へ

の

攻

撃

能

力

の

獲

得

に

成

功

し

つ

つ

あ

る

と

み

ら

れ

る

。

北

朝

鮮

に

よ

る

米

中

枢

へ

の

ミ

サ

イ

ル

攻

撃

と

い

う

事

態

が

生

じ

た

際

、

 

自

衛

隊

が

迎

撃

態

勢

を

取

れ

な

け

れ

ば

、

日

米

同

盟

の

崩

壊

は

避

け

ら

れ

な

い

。

日

米

同

盟

の

強

化

に

向

け

て

、

早

急

に

集

団

的

自

衛

権

の

行

使

を

容

認

す

る

こ

と

を

求

め

る

。

 

 

一

、

日

米

同

盟

強

化

を

図

り

つ

つ

、

「

自

分

の

国

は

自

分

で

守

る

」

と

い

う

主

権

国

家

と

し

て

の

大

原

則

に

立

っ

て

、

米

軍

依

存

の

安

全

保

障

政

策

を

見

直

す

こ

と

。

と

り

わ

け

日

本

へ

の

核

ミ

サ

イ

ル

攻

撃

が

現

実

化

し

つ

つ

あ

る

こ

と

か

ら

、

我

が

国

と

し

て

敵

基

地

攻

撃

も

辞

さ

な

い

姿

勢

を

示

す

と

共

に

、

攻

撃

能

力

保

有

を

急

ぐ

よ

う

求

め

る

。

 

 

一

、

領

空

侵

犯

や

公

船

に

よ

る

領

海

侵

犯

に

対

し

、

こ

れ

を

強

制

力

で

排

除

す

る

た

め

、

自

衛

隊

等

に

必

要

な

武

器

使

用

を

認

め

る

法

整

備

を

行

う

こ

と

。

 

 

一

、

北

朝

鮮

は

金

正

恩

体

制

の

下

、

先

軍

政

治

を

推

し

進

め

て

い

る

が

、

そ

の

動

向

如

何

に

よ

っ

て

は

、

朝

鮮

半

島

有

事

も

生

じ

か

ね

な

い

。

北

朝

鮮

に

よ

る

拉

致

被

害

者

は

も

と

よ

り

、

約

三

万

人

の

在

韓

邦

人

の

保

護

を

図

る

た

め

、

自

衛

隊

に

よ

る

邦

人

救

出

を

可

能

と

す

る

法

整

備

を

急

ぐ

よ

う

求

め

る

。

 

 

一

、

中

国

の

習

近

平

総

書

記

が

全

軍

に

対

し

対

日

戦

争

準

備

を

指

示

し

た

こ

と

が

明

ら

か

と

な

っ

て

い

る

。

中

国

に

は

邦

人

が

十

四

万

人

以

上

お

り

、

日

本

企

業

も

二

万

社

以

上

進

出

し

て

い

る

こ

と

か

ら

、

不

測

の

事

態

も

想

定

し

、

邦

人

の

安

全

確

保

に

万

全

を

期

す

と

共

に

、

進

出

企

業

に

対

し

て

危

機

管

理

対

策

の

強

化

を

促

す

よ

う

日

本

政

府

に

求

め

る

。

 

 

一

、

日

本

に

向

け

た

核

攻

撃

の

可

能

性

を

踏

ま

え

、

我

が

国

と

し

て

核

抑

止

力

を

整

備

す

べ

く

、

非

核

三

原

則

を

撤

廃

し

、

核

武

装

を

決

断

す

る

こ

と

。

そ

の

た

め

、

米

軍

に

よ

る

核

持

ち

込

み

、

日

米

同

盟

強

化

に

向

け

た

核

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

、

日

本

独

自

の

核

開

発

に

つ

い

て

早

急

に

検

討

す

る

よ

う

求

め

る

。

 

以

 

上

 

二

〇

一

三

年

三

月

一

日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

幸
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現

 

党

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

党

 

首

 
 

矢

 

内

 

筆

 

勝

 
 

 
 

内

 

閣

 

総
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大
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三
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